
小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 （福）吉田福祉会 代表者 
 

細貝 好美 
 

法人・ 

事業所 

の特徴 

旧吉田町の中心市街地にあり、商店街、市日もたち、若い頃に買い物等をしていた場

所です。以前保育園であった建物の内部を改装して介護事業所として運営していま

す。吉田駅に近く交通の便も良く、地元の方にはなじみの場所です。28年 8月より毎

月 3日に認知症カフェを開催している 
事業所名 

小規模多機能センター

あさひ 
管理者 中野 秀仁 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 

地域住民・地域団

体 
利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

１人 １人 ２人 ２人 １人 １人 人 ２人 人 １０人 
 

項  目 前回の改善計画 
前回の改善計画に対する取組み・結

果 
意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価

の確認 

・サービス担当者会議の定例開催。 

・職員の育成面接後のモニタリン

グ強化。 

・サービス調整担当者会議は順次

取り組んでいる。 

・毎日のミーティングは原則行っ

ている。 

・職員の育成面接は行っているが

期間内を過ぎているケースがあ

る。 

 ・職員の育成面接を職員と面接者

がじっくりと話ができるよう余

裕をもって実行する。 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

・旭町大通り側に施設の案内板が

必要ではないか。 

・法人の PR イラストを使用した

案内板の設置。 

・旭町大通り側に駐車場を整備。 

 計画なし。 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

計画なし。 ・吉田南地区協議会との連携で毎

年介護教室（認知症ケア）実施。 

・上町の集会にて介護保険につい

ての説明会実施。自治会長から他

の町内にも周知の協力の賛同。 

 ・学校や保育所と交流をすすめ

る。 

・吉田地区での介護教室の開催。 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

計画なし   ・地域の行事には職員・利用者の

積極的な参加を促す。 

 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

・運営推進会議の委員に事業所の

避難訓練に参加要請をし、意見や

課題を見出してもらう。 

・開設後から日中の避難訓練のみ

であったが、今年は夕方に夜間を

想定した避難訓練を実施。 

 ・運営推進会議等第 3者に参加を

要望し、可視化に努める。 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

・防災（火災・水害・地震）マニ

ュアルの見直しと職員への周知

徹底。 

・マニュアルは作成し周知してい

るが、確認していない職員もい

る。 

・水害時の避難場所への時間計

測。 

 ・マニュアルは整備されているの

で提示し意見等求めていきたい。 



 


